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ご提案

□特別活動における合意形成の特徴、「自治的な活
動」における子どもと教師の対話の必要性をふまえて、

・児童会・生徒会活動の内容に「学校運営に対する意
見表明」を位置づけてはどうか。

子ども同士の対話が中心

学校運営に対する
意見表明

学校のきまりをはじめと
する、生活上の課題の解
決に向けて児童生徒が
提案を行い、教師等との
話合いを通して学校運営
に関わること。

子どもと教師の対話が中心

※学校行事を「児童生徒が主体的に創造する」活動と
するため、現在の（2）は不要ではないか。 2



１．特別活動における
合意形成の特徴
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□日仏の学級目標の決定プロセスの違い （京免, 2023）

共和国憲法などの法規

法令

校則

個人の考える規則

中学生礼儀作法憲章

学級生活憲章（学級目標） 日本国憲法などの法規

校則等

個人の生活欲求

学級目標

生徒会の目標

内面化

儀式的集団決定

合意形成
（直接民主制）

学校

国

生徒

学級

生徒代表
（間接民主制）

国

生徒

学級

学校

学校

自治的な
活動

自治

＜フランス：社会化＞ ＜日本：文化化＞

１．特別活動における合意形成の特徴

大人が定め
た枠組み
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□コンセンサス・ビルディングと学級会の比較（京免, 2025）

①共通点：安易な多数決によらない

配分型交渉ではなく、統合型交渉／多元的思考

②相違点:

項目 ｺﾝｾﾝｻｽ･ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 学級会

参加者 ステークホルダー 学級メンバー全員

対話の形態 間接民主主義 直接民主主義

集団の性質 目的集団 目的集団＋疑似家族集団

アプローチ
交渉による利害の
調整

共感に基づく価値の変化

対話の意義 相互利益の最大化 新たな文化・規範の創造

目的 合意事項の実行 教育 (資質･能力の育成)

１．特別活動における合意形成の特徴
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□特別活動における話合いの特徴
（大浦, 1968） 

外的ダイアローグ

話す 聞く

聞く 話す

他者の意見

自己の意見

自分の意見

他者の意見

内的ダイアローグ内的ダイアローグ

他者の意見

他者の意見

「話し合い」≒「聞き合い」
≒「認め合い」≒「生かし合い」

思考作用

思考作用

考えを根
拠とともに
表明する

多様性を受け
入れつつ、比
較・選択する

共感
(empathy)

の発揮

１．特別活動における合意形成の特徴
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□学級活動に対する欧米からの称賛と批判（京免, 2022）

…多様性を活かし合う価値創造か？既存価値への同化か？

・内発的動機付けによって、責任ある主体として振る舞う

・活動に参加し公平に扱われている実感が、所属感を高める

・集団の中の自分らしさ:相補的関係にある自律性と連帯・協力

・他者の評価・視線を利用した「みんな見てるぞ」アプローチ

・話合いを誘導し、教師の価値観を子どもが決めたように演出

・集団への異議表明に対する個人的責任を強化する必要性

・個人が自律的に行動できるよう支援する集団をつくる必要性

肯定

否定

提案

１．特別活動における合意形成の特徴

7



□エンパシーで創る信頼社会としての学級（京免, 2025）

エンパシー
（認知的共感）

シンパシー
（感情的共感）

定義
・他者の感情や経験などを理解

する能力
・誰かの問題を理解して気にか

けていることを示す状態

特徴

・意図的に自分と他者との違い
を担保しながら、他者の視点を
取り、考え方や感情を推し量る

・相手がその感情を抱くように
なった理由を深く論理的に探
究する学習が必要

・一体感を得ることで快感をもた
らすが、特定帰属のみに依拠
すると排他主義的になる

・自分自身を他者に投影するた
め、他者の存在を利用して自
分を拡大するリスク

学級
状況

信頼社会

閉鎖性が弱く、情報の非対称性
が小さく、話合いで対立を乗り
越える「支え合う」関係

安心社会

・気の合う閉じた仲間内で固まり、
空気を読み、対立を回避する
「優しい」関係

１．特別活動における合意形成の特徴
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他者と異なる
意見の表明

友情と帰属感があ
るとき、子どもは安
心感をもち、遠慮な
く意見を表現できる
（ルイス, C.）

集団：開かれた風土

個人：心理的安全性

「みんなが気兼ねなく意見を述べるこ
とができ、自分らしくいられる文化」
（エドモンドソン, A）

□多様な意見の活かし合いが生み出す支持的風土

・「不一致」に目を向ける

・異なる意見の衝突を、教
師も子どもも歓迎する

・意見対立を人間関係の
対立に持ち込まない

・コミュニティ全体の利益
という視点からの吟味

・長期的関係が維持され
る生活共同体における、
平等な発言機会の確保

１．特別活動における合意形成の特徴

（京免, 2025） 9



合
意
形
成
の
度
合
い

高

低

・満場一致…（圧力に留意して）ここを目指す、でもほとんどない

・ほぼ全員納得・満足

…A案に決まった。自分は今でも
B案がいいと思っているが、A
案を支持した人の根拠や思い
はわかったから納得

・大部分が納得、満足

・ほとんどが納得していない

□合意形成のフェーズからみた「納得解」の創造
・意見の違いや多様性を認め合い、折り合いを付けるなど集団と
しての考えをまとめたり決めたりすること（『学習指導要領解説』）

   - 他者に迎合することでも、相手の意見をねじ伏せることでもない

「ほぼ全員一致の
合意に達する方法
、そしてその合意を
うまく実現させる方
法」（サスカインド

ほか, 2008）

１．特別活動における合意形成の特徴

納得解≒暫定解
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2．自治的な活動における
子どもと教師の対話
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□「自治的な活動」の範囲をどのように拡大するか？

・精神レベルから行動レベルまで含んだ自治の立体化

・子どもの自治／教師の管理・指導の「二重構造」を編み直す

⇒「教師と子どもの出会いによって形づくられる物語」である、
学級・学校の意味を問い直す対話の必要性（白松,2015 ）

アメリカでは、何をするかについての決定権を生徒個
人や仲間集団に委ねている。他方、日本の高校生は、
社会によって「与えられたもの」にいかに適応するかを
学ぶのであり、そこには、自分たちの手で社会をつくり
あげるといった夢や幻想が全く見られないのである。
（トーマス・ローレン『日本の高校』1983年。）

2．自治的な活動における子どもと教師の対話
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子どもと教師が
対話して決定する
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2．自治的な活動における子どもと教師の対話

教師同士
の対話と
合意形成

子ども同士
の対話と
合意形成

ヨコ軸
（水平）

ヨコ軸
（水平）

意見表明

タテ軸
（垂直）

声を聴き応答する

□各学校の特色に応じた「意見表明の機会」の確保

子どもと教師の対話と合意形成
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ご静聴ありがとうございました

【理論編】

特別活動を「対象」とするこれまでの実践
や研究の成果をふまえつつ、学問として
成立させるための基盤を検討しています

【実践編】

上記の「実践編」を今春に刊行予定です

京免徹雄・平野修『関係性の学級づくり論』(仮)

https://researchmap.jp/kyomen
/books_etc/49658745
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